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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線端末が、アクセス要求信号のアップリンク
送信において、基地局とタイミング同期を得る方法を提
供する。
【解決手段】無線端末は、トーンの第１および第２セッ
トをそれぞれ第１および第２の連続的な送信期間に送信
する。該第１および第２のトーンセットは互いにバラバ
ラであり、各々はいくつかの連続するトーンを含む。そ
の後、アクセス要求に応じて基地局から許可信号を受信
するために、該端末は第３期間中の送信を差し控える。
第１期間と第２期間の始まりは、決定されたアップリン
ク送信時間の関数でもよい。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
基地局からダウンリンク信号を受信すること；
　前記受信した信号からダウンリンク信号タイミング情報を決定すること；
　前記決定したダウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要求信号のアップリン
ク送信時間を決定すること；
　第１期間中にトーンの第１セットを送信すること；および
　第２期間中にトーンの第２セットを送信することを含み、
　前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時間に応
じる無線通信環境内の無線端末で同期を得る方法。
【請求項２】
前記第２期間が前記第１期間に直ちに続く請求項１の方法。
【請求項３】
前記第１トーンセットと前記第２トーンセットはバラバラ（ｄｉｓｊｏｉｎｔ）である請
求項２の方法。
【請求項４】
前記第１および第２期間の各々の継続時間はおよそ２つのシンボル期間である請求項１の
方法。
【請求項５】
前記第１および第２トーンセットは異なる請求項１の方法。
【請求項６】
前記トーンの第１セットおよび前記トーンの第２セットの各々は連続的なトーンを含む請
求項２の方法。
【請求項７】
前記第１および第２トーンセットの各々におけるトーンの数は、８乃至３２である請求項
６の方法。
【請求項８】
前記トーンの第２セットは、所定の関数に従って前記トーンの第１セットにより決定され
る請求項６の方法。
【請求項９】
第３期間中に信号を送信することを差し控えることをさらに含み、前記第３期間は、前記
第２期間に直ちに続く請求項８の方法。
【請求項１０】
前記第３期間の継続時間は少なくとも４つのシンボル期間である請求項９の方法。
【請求項１１】
前記アクセス要求信号に対するレスポンスを受信することをさらに含み、前記レスポンス
は、少なくとも１つのタイミング修正指令を含む請求項９の方法。
【請求項１２】
前記タイミング修正指令に応じて前記アップリンク送信時刻を調節すること、および前記
調整されたアップリンク送信時刻を用いて前記信号を送信することを含む請求項１１の方
法。
【請求項１３】
基地局からダウンリンク信号を受信する受信機；
　前記受信した信号内のダウンリンクタイミング情報を評価し、前記ダウンリンクタイミ
ング情報に応じてアクセス要求信号のアップリンク送信時刻を特定するプロセッサ；；お
よび
　第１期間中にトーンの第１セットを送信し、第２期間中にトーンの第２セットを送信す
る送信機を含み、
　前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時間に応
じる、無線端末が基地局に同期するのを容易化する装置。
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【請求項１４】
前記第２期間が前記第１期間に直ちに続く請求項１３の装置。
【請求項１５】
前記第１トーンセットと前記第２トーンセットはバラバラ（ｄｉｓｊｏｉｎｔ）である請
求項１４の装置。
【請求項１６】
前記第１および第２期間の各々の継続時間はおよそ２つのシンボル期間である請求項１３
の装置。
【請求項１７】
前記第１および第２トーンセットは異なる請求項１３の装置。
【請求項１８】
前記トーンの第１セットは連続的なトーンを含み、前記トーンの第２セットは連続的なト
ーンを含む請求項１３の装置。
【請求項１９】
前記第１および第２トーンセットの各々におけるトーンの数は、８乃至３２である請求項
１８の装置。
【請求項２０】
前記トーンの第２セットは、所定の関数に従って前記トーンの第１セットにより決定され
る請求項１８の装置。
【請求項２１】
前記送信機は、前記第２期間に直ちに続く第３期間中に信号を送信しない請求項１９の装
置。
【請求項２２】
前記第３期間の継続時間は少なくとも４つのシンボル期間である請求項２１の装置。
【請求項２３】
前記受信機は、前記第３期間中に、アクセス要求信号に対するレスポンスをリッスンし、
前記レスポンスは、少なくとも１つのタイミング修正指令を含む請求項２１の装置。
【請求項２４】
前記タイミング修正指令に応じて前記アップリンク送信時刻を調節し、前記調整されたア
ップリンク送信時刻を用いて前記信号を送信することをさらに含む請求項２０の装置。
【請求項２５】
基地局からダウンリンク信号を受信するための手段；
　前記受信した信号からダウンリンク信号タイミング情報を決定するための手段；
　前記決定したダウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要求信号のアップリン
ク送信時間を決定するための手段；
　第１期間中にトーンの第１セットを送信するための手段；および
　第２期間中にトーンの第２セットを送信するための手段を含み、
　前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時刻に応
じる、無線通信環境内の無線端末を同期させることを容易化する装置。
【請求項２６】
前記第２期間が前記第１期間に直ちに続く請求項２５の装置。
【請求項２７】
前記第１トーンセットと前記第２トーンセットはバラバラ（ｄｉｓｊｏｉｎｔ）である請
求項２６の装置。
【請求項２８】
前記第１および第２期間の各々の継続時間はおよそ２つのシンボル期間である請求項２５
の装置。
【請求項２９】
前記第１および第２トーンセットは異なる請求項２５の装置。
【請求項３０】
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前記トーンの第１セットおよび前記トーンの第２セットの各々は連続的なトーンを含む請
求項２６の装置。
【請求項３１】
前記第１および第２トーンセットの各々におけるトーンの数は、８乃至３２である請求項
３０の装置。
【請求項３２】
前記トーンの第２セットは、所定の関数に従って前記トーンの第１セットにより決定され
る請求項３０の装置。
【請求項３３】
前記送信手段は、前記第２期間に直ちに続く第３期間中に信号を送信するのを差し控える
請求項３２の装置。
【請求項３４】
前記第３期間の継続時間は少なくとも４つのシンボル期間である請求項３３の装置。
【請求項３５】
前記受信手段は、前記アクセス要求信号に対し、少なくとも１つのタイミング修正指令を
含むレスポンスを受信する請求項３３の装置。
【請求項３６】
前記タイミング修正指令に応じて前記アップリンク送信時刻を調節し、前記調整されたア
ップリンク送信時刻を用いて信号を送信するための手段をさらに含む請求項３５の装置。
【請求項３７】
コンピュータ可読命令を格納したコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、
　基地局からダウンリンク信号を受信すること；
　前記受信した信号からダウンリンク信号タイミング情報を決定すること；
　前記決定したダウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要求信号のアップリン
ク送信時間を決定すること；
　第１期間中にトーンの第１セットを送信すること；および
　第２期間中にトーンの第２セットを送信することを含み、
　前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時間に応
じる。
【請求項３８】
前記第２期間が前記第１期間に直ちに続く請求項３７のコンピュータ可読媒体。
【請求項３９】
前記第１トーンセットと前記第２トーンセットはバラバラ（ｄｉｓｊｏｉｎｔ）である請
求項３８のコンピュータ可読媒体。
【請求項４０】
前記第１および第２期間の各々の継続時間はおよそ２つのシンボル期間である請求項３７
のコンピュータ可読媒体。
【請求項４１】
前記第１および第２トーンセットは異なる請求項３７のコンピュータ可読媒体。
【請求項４２】
前記トーンの第１セットおよび前記トーンの第２セットの各々は連続的なトーンを含む請
求項３８のコンピュータ可読媒体。
【請求項４３】
前記第１および第２のトーンセットの各々が８乃至３２の範囲の数のトーンを持つ請求項
４２のコンピュータ可読媒体。
【請求項４４】
所定の関数に従って前記トーンの第１セットに基づいて前記トーンの第２セットを決定す
るための命令をさらに含む請求項４２のコンピュータ可読媒体。
【請求項４５】
前記第２期間に直ちに続く第３期間中に信号を送信することを差し控えるための命令をさ
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らに含む請求項４４のコンピュータ可読媒体。
【請求項４６】
前記第３期間の継続時間は少なくとも４つのシンボル期間である請求項４５のコンピュー
タ可読媒体。
【請求項４７】
前記アクセス要求信号に対し、少なくとも１つのタイミング修正指令を含むレスポンスを
受信するための命令をさらに含む請求項４５のコンピュータ可読媒体。
【請求項４８】
前記タイミング修正指令に応じて前記アップリンク送信時刻を調節し、前記調整されたア
ップリンク送信時刻を用いて信号を送信するための命令をさらに含む請求項４７のコンピ
ュータ可読媒体。
【請求項４９】
無線通信環境内のチャネルアクセスを要求するための命令を実行するプロセッサであって
、前記命令は、
　基地局からダウンリンク信号を受信すること；
　前記受信した信号からダウンリンク信号タイミング情報を決定すること；
　前記決定したダウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要求信号のアップリン
ク送信時間を決定すること；
　第１期間中にトーンの第１セットを送信すること；および
　第２期間中にトーンの第２セットを送信することを含み、
　前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時間に応
じる。
【請求項５０】
前記第２期間は前記第１期間に直ちに続く請求項４９のプロセッサ。
【請求項５１】
前記第１トーンセットと前記第２トーンセットはバラバラ（ｄｉｓｊｏｉｎｔ）である請
求項５０のプロセッサ。
【請求項５２】
前記第１および第２期間の各々の継続時間はおよそ２つのシンボル期間である請求項４９
のプロセッサ。
【請求項５３】
前記第１および第２トーンセットは異なる請求項４９のプロセッサ。
【請求項５４】
前記トーンの第１セットおよび前記トーンの第２セットの各々は連続的なトーンを含む請
求項５０のプロセッサ。
【請求項５５】
前記第１および第２のトーンセットの各々が８乃至３２の範囲の数のトーンを持つ請求項
５４のプロセッサ。
【請求項５６】
所定の関数に従って前記トーンの第１セットに基づいて前記トーンの第２セットを決定す
るための命令をさらに含む請求項５４のプロセッサ。
【請求項５７】
前記第２期間に直ちに続く第３期間中に信号を送信することを差し控えるための命令をさ
らに含む請求項５６のプロセッサ。
【請求項５８】
前記第３期間の継続時間は少なくとも４つのシンボル期間である請求項５７のプロセッサ
。
【請求項５９】
前記アクセス要求信号に対し、少なくとも１つのタイミング修正指令を含むレスポンスを
受信するための命令をさらに含む請求項５７のプロセッサ。
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【請求項６０】
前記タイミング修正指令に応じて前記アップリンク送信時刻を調節し、前記調整されたア
ップリンク送信時刻を用いて信号を送信するための命令をさらに含む請求項５９のプロセ
ッサ。
【請求項６１】
チャネル獲得期間中にトーンの第１セットおよび第２セットを受信すること；
　受信した各トーンセットについて高速フーリエ変換プロトコルを実行して各トーンセッ
トについての完全なアクセス要求波形を復調すること；および
　一つまたは複数の要求されたチャネルへのアクセスを許可する信号を送信することを含
み、無線通信環境において無線端末へのチャネルアクセスを提供する方法。
【請求項６２】
チャネル獲得期間における最初の５シンボル期間中にＦＦＴプロトコルを実行すること、
および前記獲得期間の最後の４シンボル期間中に前記アクセス許可信号を送信することを
さらに含む請求項６１の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の説明は、一般に通信システムに関し、無線端末によるチャネル獲得能力の向上に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線ネットワーキングシステムは、他と通信するための世界的な普及手段となった。携
帯電話機、携帯情報端末などのような無線通信装置は、消費者ニーズを満たし、かつポー
タビリティと利便性を向上するためにより小さく、より強力になった。消費者はこれらの
装置に頼るようになり、信頼できるサービス、カバレッジエリアの拡張、追加サービス（
例えばウェブブラウジング能力）、これら装置の絶え間ないサイズおよびコストの削減を
求めている。
【０００３】
　（例えば周波数、時間および符号分割技術を用いる）典型的な無線通信ネットワークは
、加入者にカバレッジエリアを提供する１つまたは複数の基地局、ならびに当該カバレッ
ジエリア内でデータを送信または受信することのできるモバイル（例えば無線通信）を含
む。典型的な基地局は、ブロードキャスト、マルチキャストおよび（または）ユニキャス
トサービスに関して、同時に複数の装置に複数のデータストリームを送信することができ
る。データストリームとは、ユーザ装置にとって、独立した受信インタレストたりえるデ
ータのストリームである。当該基地局のカバレッジエリア内のユーザ装置は、合成ストリ
ームにより運ばれる１つ、複数または全てのデータストリームを受信することを望んでも
よい。同様に、ユーザ装置は基地局または別のユーザ装置へデータを送信することができ
る。
【０００４】
　基地局と通信するために、無線装置は、通信リンクを確立することのできるチャネルを
最初に獲得しなければならない。特定の基地局が提供した領域に入る無線装置は、該基地
局にアクセス要求を送信する。ある種のシステムでは、あらゆる無線装置から基地局に送
信された信号が、当該基地局によって同期方法により受信されることが望ましい。しかし
、該無線装置は該基地局にとっては新参であることから、該無線装置が該基地局にタイミ
ング同期しないことがありえる。特に、アクセス要求信号が基地局にタイミング同期しな
いかも知れない。当該技術分野においては、無線装置が、アクセス処理において基地局と
のタイミング同期が得られるのを保証するのを容易化するシステムおよび（または）方法
に関して、未解決の課題がある。
【発明の概要】
【０００５】
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　次に述べるものはクレームされた主題のいくつかの態様の基本的了解事項を提供する目
的で簡素化した要約である。この要約は、広範囲にわたり全体を見渡すものではなく、重
要（決定的）な要素を特定すること、またはクレームされた主題の範囲を線引きすること
を意図しない。その唯一の目的は、後に示されるより詳細な説明の前ぶれとしていくつか
の概念を簡素なかたちで示すことにある。
【０００６】
　種々の態様によれば、無線通信環境内の無線端末で同期を得る方法は、基地局からダウ
ンリンク信号を受信すること、前記受信した信号からダウンリンク信号タイミング情報を
決定すること、および前記決定したダウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要
求信号のアップリンク送信時間を決定することを含んでもよい。この方法は、第１期間中
にトーンの第１セットを送信すること、および第２期間中にトーンの第２セットを送信す
ることをさらに含んでいてもよく、前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは
、前記アップリンク送信時間に応じる。
【０００７】
　別の態様によれば、無線端末が基地局に同期するのを容易化する装置は、基地局からダ
ウンリンク信号を受信する受信機、および前記受信した信号内のダウンリンクタイミング
情報を評価し、前記ダウンリンクタイミング情報に応じてアクセス要求信号のアップリン
ク送信時間を特定するプロセッサを含んでもよい。この装置は、第１期間中にトーンの第
１セットを送信し、第２期間中にトーンの第２セットを送信する送信機をさらに含んでい
てもよく、前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信
時間に応じる。
【０００８】
　さらなる別の態様は、無線通信環境内で無線端末を同期させることを容易化する装置に
関する。この装置は、基地局からダウンリンク信号を受信するための手段、前記受信した
信号からダウンリンク信号タイミング情報を決定するための手段、さらに前記決定したダ
ウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要求信号のアップリンク送信時間を決定
するための手段を含む。この装置は、第１期間中にトーンの第１セットを送信するための
手段、および第２期間中にトーンの第２セットを送信するための手段をさらに含んでいて
もよく、前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時
間に応じる。
【０００９】
　さらなる態様は、コンピュータ可読命令を格納したコンピュータ可読媒体に関する。こ
のコンピュータ可読命令は、基地局からダウンリンク信号を受信すること、前記受信した
信号からダウンリンク信号タイミング情報を決定すること、前記決定したダウンリンクタ
イミング信号情報に応じてアクセス要求信号のアップリンク送信時間を決定すること、お
よび第１期間中にトーンの第１セットを送信することを含む。このコンピュータ可読媒体
が、第２期間中にトーンの第２セットを送信するための命令をさらに格納していてもよく
、前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時間に応
じる。
【００１０】
　別の態様によれば、無線通信環境内のチャネルアクセスを要求するための命令を実行す
るプロセッサが、基地局からダウンリンク信号を受信すること、および前記受信した信号
からダウンリンク信号タイミング情報を決定することを含む命令を実行してもよい。この
プロセッサは、前記決定したダウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要求信号
のアップリンク送信時間を決定すること、第１期間中にトーンの第１セットを送信するこ
と、および第２期間中にトーンの第２セットを送信することを含む命令をさらに実行して
もよく、前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時
間に応じる。
【００１１】
　さらに別の態様によれば、無線通信環境において無線端末へのチャネルアクセスを提供
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する方法は、チャネル獲得期間中にトーンの第１セットおよび第２セットを受信すること
、受信した各トーンセットについて高速フーリエ変換プロトコルを実行して各トーンセッ
トについての完全なアクセス要求波形を復調すること、および一つまたは複数の要求され
たチャネルへのアクセスを許可する信号を送信することを含んでいてもよい。
【００１２】
　上記述べた目的を達成するために、ある実例となる態様を、以下の説明および添付の図
面に関連してここに述べる。しかしながら、これらの態様はクレームされた主題の原理が
使用されてもよい種々の方法のわずかしか示さないが、クレームされた主題は、そのよう
な態様およびその等価物をすべて含むことを意図する。他の利点および新規な特徴は、図
面と共に考慮される以下の詳細な説明から明白になる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、ユーザ装置によって送信されたアクセス要求にリッスン期間を規定する
のを容易にするとともに、種々の態様に関連して、基地局がアクセス要求に関する完全な
波形を受信するのを保証するタイミング構造を示す図である。
【図２】図２は、無線通信システムの図である。
【図３】図３は、基地局受信機がアクセス信号を受信したときの、未知の往復伝播遅延の
影響の図である。
【図４】図４は、１つまたは複数の態様に従って、無線通信装置と基地局の間の通信のた
めのアクセスを獲得するための方法を示す図である。
【図５】図５は、１つまたは複数の態様に従って、通信環境内の無線装置がアクセス許可
検出範囲を増加させるための方法の図である。
【図６】図６は、ここに記述された１つまたは複数の態様に従って、通信環境内の無線装
置のチャネル獲得の向上に寄与するシステムを示す図である。
【図７】図７は、本発明に従って実施された例示の通信システムのネットワーク図を示す
図である。
【図８】図８は、本発明に従って実施された例示の基地局を示す図である。
【図９】図９は、本発明に従って実施された例示の無線端末を示す図である。
【図１０】図１０は、ここに記述された種々のシステムおよび方法に関連して使用するこ
とができる無線通信環境の図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　ここで、クレームされた主題を図面を参照しながら説明する。構成要素等をその全体に
わたって参照するために、参照数字等を用いる。以下の記述においては、クレームされた
主題を貫く理解を与えるために、説明を目的する幾多の具体的な詳細を述べる。しかしな
がら、かかる主題をこれら具体的な詳細なしで実施してもよいことは明白である。他の例
では、クレームされた主題についての説明をより深めるために、よく知られている構造お
よび装置をブロック図形式で示す。
【００１５】
　またここでは、ユーザ装置に関して種々の態様を説明する。ユーザ装置は、システム、
加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイル機器、リモート局、リモート端末、アクセ
ス端末、ユーザ端末、端末、ユーザエージェントまたはユーザ機器とも呼ばれる。またユ
ーザ装置は、携帯電話機、コードレス電話機、セッション設定プロトコル（ＳＩＰ）電話
機、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、ＰＤＡ、無線接続能力を持つハンドヘルド
装置、または無線モデムに接続された他の制御演算装置でもよい。
【００１６】
　さらに、クレームされた主題の態様は方法、装置、またはクレームされた主題の種々の
態様を実施するためコンピュータまたは計算コンポーネントを制御するソフトウェア、フ
ァームウェア、ハードウェアまたはその任意の組合せを生み出す標準プログラミングおよ
び（または）エンジニアリング技術を用いる製品として実施してもよい。ここで用いられ
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る用語「製品」は、任意のコンピュータ可読装置、キャリアまたは媒体からアクセス可能
なコンピュータプログラムを包含することを意図する。例えば、コンピュータ読取り可能
な媒体は、磁気記憶装置（例えばハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁
気ストリップ．．．）、光ディスク（例えばコンパクトディスク（ＣＤ）、ディジタルバ
ーサタイルディスク（ＤＶＤ）．．．）、スマートカード、およびフラッシュメモリ装置
（例えば、カード、スティック、キードライブ．．．）を含んでもよいが、これらに限定
されない。また、ボイスメールの送受信や、セルラーネットワークといったネットワーク
へのアクセスに用いられるようなコンピュータ読み取り可能な電子的データを運ぶために
、搬送波を使用してもよいことができることが理解されるべきである。もちろん、当業者
であれば、ここに記述される範囲または精神から外れることなく、多くの修正が本構成に
対してなされてもよいことを認識するであろう。
【００１７】
　ここに記述された種々の態様は、無線装置（例えばアクセス端末、ユーザ装置、携帯電
話機、ＰＤＡ、…）が基地局にアクセスしようとする場合に、該装置に生じ得る往復遅延
について、許容可能な未知のアンビギュイティ(ambiguity)を最大限にする一方、基地局
が無線装置のタイミングを修正して該無線装置をタイミング同期させることができるよう
に、アクセス信号の存在および到達時間を該基地局が容易に検出できるようにすることに
関する。例えば、前もって定義したタイミングスキームに従って複数のトーンセットを送
信し、基地局が完全な波形を受信して比較的容易にアクセス要求を検知できるようにする
。例えば、あるシンボル期間における１１３のトーンの一部を、各々が８または１６個の
トーンを含むサブセットに分けてもよい。アクセス要求を示すためにアクセス端末から、
トーンの第１セットを第１期間（例えば１つまたは複数のシンボル）中に送信し、トーン
の第２セットを第２期間中に送信する。この第１および第２のセットは、該第１のセット
の要素であるが該第２のセットの要素でないトーンが少なくとも１つあるという意味にお
いて異なる。ある態様によれば、該第１のセット内のトーンのいずれも該第２のセット内
の要素ではなく、逆もまた然りである意味において、該２つのセットはバラバラ（ｄｉｓ
ｊｏｉｎｔ）である。
【００１８】
　周波数ダイバーシチを目的とする場合、上記トーンの第１セットおよび上記トーンの第
２セットは、周波数が十分に分離していることが望ましい。ある態様では、該第１セット
および第２セットは前もって定義した固定マッピング機能によって互いに関連し合う。該
トーンセットは（例えばいくらかの伝播遅延の後に）基地局で受信され、解析のために復
調される。所定期間中のアクセス要求に利用されないトーンは、他の目的（例えばデータ
伝送など）に利用してもよい。
【００１９】
　主題革新の種々の態様および（または）実施形態についての理解を容易にするため、こ
こで種々の例を述べる。ここに用いられる「例示の」および他のそのような用語は、例に
関係するものと解釈され、「好ましい」または他のそのような意味としては解釈されない
ことを意図する。ここに記述された種々の図および（または）例は、どちらかと言えば例
示を目的として提供されるのであって、この主題革新がそのような例に限定されることは
意図しておらず、むしろ他の応用にも及ぶことを理解されたい。
【００２０】
　図１は、ユーザ装置によって送信されたアクセス要求に関して増加リッスン期間を規定
し、アクセス要求に関する完全な波形を基地局が受信するのを保証するシステム１００を
種々の態様に関連して示している。図示のように、超フレーム１０２は、各々の継続時間
がおよそ１１．４ミリセカンドである複数個のスーパーフレーム１０４を含む。各スーパ
ーフレーム１０４の先頭またはその付近は、長さでおよそ９シンボル、およそ０．９ミリ
セカンドの獲得期間１０６（例えばアップリンクアクセスチャネル）である。合計１１３
のトーン（すなわちサブキャリア）が定められたシンボル中に送信され、この合計のトー
ンまたはそれら１１３トーンの一部（例えば１１２トーン）は、各々が所定数（例えば８
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ーンの第１セット１０８および第２期間のトーンの第２セット１１０を含むアクセス信号
を送信する。アクセス信号は、そのエリアを提供するアクセスポイントへのアクセス要求
に関する波形を運ぶために利用される。例えば、トーンの第１および第２セット１０８、
１１０は、８つのトーンのセットであり、互いを完全に区別できる。第１および第２期間
は長さがおよそ２シンボルであり、互いを完全に区別できる。さらに、第１および第２期
間は時間が連続している。
【００２１】
　このようにして、本例では図１に示されるように、８トーンの第１セット１０８が第１
の２シンボル期間中に送信され、８トーンの第２セット１１０が第２の２シンボル期間中
に送信される。該第１および第２セットは９シンボル獲得期間１０６の最初の４シンボル
中にアクセス端末から送信される。獲得期間１０６における次の４シンボルは、無線装置
が持ち得る未知の往復遅延のアンビギュイティに適応し、このシステムにおいてアクセス
信号と他の信号の間の干渉を最小化すなわち防止するために空のままとする。例えば、９
シンボル獲得期間１０６の最後のシンボル１１２は、既に接続し、基地局にタイミング同
期された無線装置がタイミング同期信号を送信するために用いられる。
【００２２】
　以下の説明はアップリンクアクセスチャネルすなわちＵＬ．ＡＣＨおよびその獲得に関
し、ここに示された種々の態様についての理解を容易化することを意図する。ＵＬ．ＡＣ
Ｈチャネルは、任意のスーパースロットに０：８のＵＬスーパースロットＯＦＤＭシンボ
ルインデックスを持つＯＦＤＭシンボルを排他的に使用し、３つのサブチャネルに分割さ
れている。ＵＬ．ＡＣＨ．ＡＲサブチャネルは上述した２つの８トーン信号のようなアク
セス要求信号を送信するために利用される。ＵＬ．ＡＣＨ．ＰＡサブチャネルは、ダウン
リンクページングチャネル（ＤＬ．ＰＣＨ）に肯定応答を送るために利用され、ＵＬ．Ａ
ＣＨ．ＴＣサブチャネルは、タイミング制御信号を送るために使用される。トーンインデ
クシングは、ベーストーンがゼロトーン（０のトーン）としてあらかじめ定められるポス
トホップ方式に基づいて実行してもよい。このようにすると、トーンのインデックスは、
該トーンの物理的な周波数位置に直接的に対応する。０：８のＵＬスーパースロットＯＦ
ＤＭシンボルインデックスを持つＯＦＤＭシンボルのセットは、ＵＬＡＣＨ間隔と呼ばれ
、ＵＬ．ＡＣＨ．ＡＲとＵＬ．ＡＣＨ．ＰＡはシンボル０：３期間中に用いられ、ＵＬ．
ＡＣＨ．ＴＣはシンボル８期間中に用いられるように利用されるが、シンボル４：７はリ
ザーブのままである（例えば、ＵＬアクセスチャネルの４番目から７番目のシンボル期間
中では信号は送信されない）。
【００２３】
　ＵＬ．ＡＣＨ．ＡＲサブチャネルはランダムアクセス信号を送るために利用することが
でき、ＵＬ．ＡＣＨ間隔には６つのＵＬ．ＡＣＨ．ＡＲセグメントがある。チャネルセグ
メントを定義するために、テーブル１に見られるように、複数個のトーンセットを定義し
てもよい。ＵＬ．ＡＣＨトーンセグメントは、特定数のＯＦＤＭシンボル上の特定のトー
ンセットにおけるトーンを持つトーンシンボルを持ち、当該トーンセットのインデックス
および当該トーンセットを当該セグメントが占めるＯＦＤＭシンボルのインデックスで指
定することができる。しかるべく、テーブル１は、ＵＬ．ＡＣＨ．ＡＲおよびＵＬ．ＡＣ
Ｈ．ＰＡサブチャネルにおいて利用できるトーンセットの例について示している。テーブ
ル１の例では、各トーンセットが８つの連続的なトーンを含むことに注意されたい。
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【表１】

【００２４】
　テーブル２は、ＵＬ．ＡＣＨ．ＡＲに利用できるチャネルセグメントの例を表している
。
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【表２】

【００２５】
　例えば、ＵＬ．ＡＣＨ．ＰＡサブチャネルは、ＤＬ．ＰＣＨにページング肯定応答を送
るために利用することができ、ＵＬ．ＡＣＨ間隔には１つのＵＬ．ＡＣＨ．ＰＡセグメン
トがある。テーブル３におけるチャネルセグメント定義の例を以下に述べる。
【表３】
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【００２６】
　テーブル２およびテーブル３に示される例では、各セグメントは、第１の２シンボル期
間内に８つの連続的なトーンの第１セットを含み、第２の２シンボル期間内に８つの連続
的なトーンの第２セットを含むことに注意されたい。第１および第２のセットは、バラバ
ラ（ｄｉｓｊｏｉｎｔ）であり、各自が固定的な方法で相関している。第１および第２の
セットは、アクセス信号の周波数ダイバーシチを最大限にするよう選ばれる。ＵＬ．ＡＣ
Ｈ．ＡＲセグメント、および（または）ＵＬ．ＡＣＨ．ＰＡセグメントにおいて、０また
は２のＵＬスーパースロットＯＦＤＭシンボルインデックスを持つＯＦＤＭシンボルは「
主要な」ＯＦＤＭシンボルと考えられ、１または３のインデックスを持つＯＦＤＭシンボ
ルはそれぞれ０または２のインデックスを持つシンボルについての「拡張」ＯＦＤＭシン
ボルと考えられる。主要シンボルは、それらが送信されるアクセス端末に特有の情報を何
ら含まないように構築してもよい。セグメント内の変調シンボルは（１，１）にセットし
てもよい。また、アクセス端末は種々のプロトコルおよび（または）技術に従ってセグメ
ント構築を実行してもよい。拡張ＯＦＤＭシンボルは対応する主要ＯＦＤＭシンボルの周
期的な拡張として構築してもよい。例えば、１２８ポイントのＩＦＦＴおよび１６ポイン
トの周期的な接頭辞を用いるＯＦＤＭシステムを考慮されたい。１つのＯＦＤＭシンボル
内のサンプルの合計数は１２８＋１６＝１４４である。アクセス端末では、Ｖ４０，Ｖ４
１をそれぞれ主要シンボルおよびその拡張シンボルについての時間領域サンプルベクトル
とする。Ｖ４０はシンボル（１，１）を、アクセス端末特定情報を含んでいない、対応す
るセグメントのトーンに変調することにより計算される。Ｖ４０が与えられると、Ｖ４１
は、Ｆｏｒ　（ｋ＝０；ｋ，１２８；ｋ＋＋）　Ｖ４１［ｋ］　＝　Ｖ４０［ｋ＋１６］
；ｆｏｒ　（ｋ＝１２８；ｋ＜１４４；ｋ＋＋）　Ｖ４１［ｋ］　＝　Ｖ４１［ｋ－１２
８］；のように構築される。
【００２７】
　ここで図２を参照すると、無線通信システム２００の一例が示される。システム２００
は１つまたは複数のセクタに、互いへの無線通信信号、および（または）１つまたは複数
のモバイル機器２０４への無線通信信号を受信し、送信し、リピート等する１つまたは複
数の基地局２０２を含む。基地局は、端末との通信のために用いられる固定局であって、
アクセスポイント、ノードＢまたは他の用語で呼ばれる。各基地局２０２は送信機チェー
ンと受信機チェーンを含み、その各々は信号の送信および受信に関連した複数の構成要素
（例えばプロセッサ、変調器、マルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナ、
…）を含むことを当業者なら理解するであろう。例えば、モバイル機器２０４は、携帯電
話機、スマートフォン、ラップトップ、携帯型の通信装置、携帯型のコンピューティング
装置、衛星ラジオ、全地球測位システム、ＰＤＡ、および（または）無線システム２００
上の通信に適合する他の装置でもよい。さらに、各モバイル機器２０４は、ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ（ＭＩＭＯ）システムに用いられる
ような１つまたは複数の送信機チェーンおよび受信機チェーンを含んでもよい。送信機お
よび受信機チェーンはそれぞれ、信号の送信および受信に関連した複数の構成要素（例え
ばプロセッサ、モジュレータ、マルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナ、
…）を含んでもよいことを当業者なら理解するであろう。各モバイル機器２０４は、第１
および第２期間に第１および第２のトーンセットを送信することができ、基地局２０２が
アクセス要求を検知し、要求モバイル機器２０４へのアクセスを許可できるようにする。
【００２８】
　図３は、基地局受信機がアクセス信号を受信したときの未知の往復伝播遅延の影響を示
す図である。軸線は時間に相当する。図３は基地局受信機での９つのシンボルＵＬ．ＡＣ
Ｈ間隔を示す。この間隔はシンボル０（３１２）、シンボル１（３１４）、・・・および
シンボル８（３２８）を含む。シンボル８は、送信タイミング制御信号を送信するために
基地局に接続した無線装置に関して用いられる。シンボル０～７は新規の無線装置が基地
局にアクセスするために用いられる。
【００２９】
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　例示のＯＦＤＭシステムにおいては、無線装置からのアップリンク信号が、基地局の受
信機シンボルタイミングに同期することが望ましい。しかし、新規の無線装置は基地局受
信機にタイミング同期しないかもしれない。態様によれば、新規の無線装置は基地局から
、ダウンリンク信号（例えばパイロット信号）を受信し、該受信信号からダウンリンクシ
ンボルタイミングを導き出す。該無線装置は、この導き出したダウンリンクシンボルタイ
ミングに基づいてアクセス信号のためのアップリンクシンボルタイミングを決定する。当
該無線装置によって決定されるアップリンクシンボルタイミングは、当該基地局と当該無
線装置の間の往復遅延にほぼ等しい量の、当該基地局での目標シンボルタイミングからの
オフセットでもよいことに留意されたい。
【００３０】
　図３に示される例においては、無線装置が基地局に非常に接近しているものと仮定する
と、該無線装置によって送られたアクセス信号（それは第１トーンセット３０２および第
２トーンセット３０４を含む）は、ＵＬ．ＡＣＨ間隔の初めに基地局受信機に到着する。
一方、無線装置がセルの真中にあると仮定すると、該無線装置によって送られたアクセス
信号は、時間区間３０６および３０８において基地局受信機に到着する。この２つのシナ
リオにおける時間オフセットは、往復遅延の違いとほぼ等しい。
【００３１】
　無線装置がセルの端にあれば、該無線装置によって送られたアクセス信号は基地局受信
機に到着するためにさらに遅れることになる。この遅れたアクセス信号が、他の信号に用
いられるシンボル８に干渉するのを防ぐために、アクセス信号が送信された後、無線装置
はある一定期間にわたり、黙ったままでいる。ある態様によれば、無線装置は少なくとも
４つのシンボル期間、黙っていてもよい。その結果、許容される最大の往復遅延は４つの
シンボル期間に等しい。この許容される最大往復遅延は、セルサイズの設計にとっては重
要な要因である。
【００３２】
　図４～図５を参照すると、無線端末のためのチャネル獲得向上に関する方法が示される
。説明の簡単化のために、この方法を一連のアクト(act)として示すが、この方法はアク
トの順序で限定されず、１つまたは複数の実施形態に従って、いくつかのアクトが、ここ
に説明され、図示されたものとは異なる順序で、および（または）他のアクトと同時に起
こっても良いことが理解され、留意されるべきである。例えば、当業者であれば、状態遷
移図のように一連の相互に関係する状態またはイベントに代えて本方法を表わしてもよい
ことを理解し、留意する。また、クレームされた主題に従ってこの方法を実施するにあた
り、図示されたアクトのすべてが利用されるとは限らない。
【００３３】
　図４は、１つまたは複数の態様に従って、無線通信装置と基地局の間の通信に関してア
クセスを獲得するための方法４００の図である。４０２では、無線装置（例えばアクセス
端末、携帯電話機、ＰＤＡなど）は、該無線装置が位置する領域を提供する基地局から信
号を受信する。４０４では、基地局への信号伝送に関して信号のタイミング情報などを評
価するために、この信号を無線装置が解析する。４０６では、基地局へアクセス要求信号
を送信する送信時間を無線装置が決定する。この４０６での決定は、４０２で受信された
信号から収集されたタイミング情報の少なくとも一部に基づく。４０８では、無線装置が
、アクセス要求信号送信期間の第１の一部期間中にトーンの第１セットを送信する。その
後、無線装置は、送信期間の第２の一部期間中にトーンの第２セットを送信する。トーン
のセットはそれぞれ、例えば８つのトーンを含んでおり、トーンの第１セットは第１の２
シンボル期間により送信され、トーンの第２セットは第２の２シンボル期間により送信さ
れる。また、トーンの第１および第２セットがそれぞれ送信される２シンボル期間は連続
的であり、それらがまとめて４シンボルの長期間に及ぶ。
【００３４】
　一例によれば、合計１１３のトーンが所定シンボル期間中の送信に利用可能であり、各
々が８トーンの１４のサブグループ（例えば０－７、８－１５など）に分割される。４０
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８では、第１の２シンボル送信期間中に送信用の第１のトーンサブセット（例えばトーン
０－７）から８トーンの第１セットが選ばれる。さらにこの例において４１０では、第２
の２シンボル送信期間中に、８トーンの第２セット（例えばトーン５６－６３）が送信用
に選ばれる。このように、（例えばいくらかの伝播遅延後の）第１のシンボル中にトーン
セットを受信し、その復調を始める基地局は、たとえ到着したアクセス信号が基地局受信
機にタイミング同期していなくても、８つの受信機シンボルウィンドウ（例えば３１２、
３１４、…、３２６）の少なくとも１つにおいて、アクセス信号のＯＦＤＭシンボル波形
の完全な１つのシンボル期間を受信することを保証される。基地局受信機は、アクセス信
号およびその到着タイミングを検知するために、断片的なシンボル期間について、そのシ
ンボルウィンドウを変える必要がない点で有利である。基地局受信機は、検波品質を向上
するために、断片的なシンボル期間について、そのシンボルウィンドウを変えてもよい。
【００３５】
　図５は、通信環境内の無線装置に関して、１つまたは複数の態様に従ってアクセス許可
検出範囲を増加させるための方法５００の図である。５０２では、トーンの第１セットが
第１期間中に無線装置から送信される。５０４では、トーンの第２セットが第２期間中に
送信される。例えば、第１および第２のトーンセットは１つのセット当たり８つのトーン
または他の適切な数のトーンを含み、１つまたは複数の通信チャネルにアクセスするため
のリクエストに関する情報を含む波形を運ぶ。個々のそれぞれのトーンセットを送信する
ための期間は、１つのシンボル期間、２つのシンボル期間または他の適切な送信期間であ
る。５０６では、第３期間に関して、無線装置は黙っている（例えば、送信を差し控える
）。この第３期間は、例えば、４つのシンボル期間または他のいくらかの適切な継続期間
を含む。５０６で黙っているままであることによって、無線装置は、他のアップリンク信
号（例えば基地局と既に接続している他の無線端末によって送られた信号）への干渉を引
き起こさない。５０８では、無線装置は、第３期間ならびにその後のある期間中に、アク
セス許可信号をリッスンする。５１０では、無線装置が送信を再開する。例えば、アクセ
ス許可信号を受信したならば、無線装置は、該アクセス許可信号で提供される情報に基づ
いて送信機シンボルタイミングを調節し、５１０で許可されたチャネル上へのデータの送
信を始める。アクセスが拒否されるか、不許可を受信したならば、無線装置は、次の獲得
期間中に、同一または異なるトーンのセットを再送することにより、アクセス要求を繰り
返す。
【００３６】
　図６は、ここに記述された１つまたは複数の態様に従って、通信環境内の無線装置がチ
ャネル獲得を良くするのを容易にするシステム６００を示す。システム６００は、プロセ
ッサ、ソフトウェアあるいはその組合せ（例えばファームウェア）によって実現される機
能に相当し、一連の相互に関係する機能的ブロックとして表わされている。システム６０
０は、基地局の存在、位置および（または）能力を無線装置に示すためのビーコン信号、
データ信号または他の適合するタイプの信号を基地局から受信する受信モジュール６０２
を含む。またシステム６００は、この受信信号から信号タイミング情報６０４を決定する
ためのモジュールを含む。送信時間を決定するためのモジュール６０６は、この信号タイ
ミング情報を評価し、アクセス要求信号が当該装置から基地局に送信されるべき時刻を特
定する。該送信時間が特定されると、送信モジュール６０８は、該送信時間（例えば２つ
のシンボル部分または他のいくらかの適切な継続期間）の第１の一部期間中にアクセス要
求トーンの第１のセットを送信する。送信モジュール６０８は、該送信期間（例えば別の
２つのシンボル部分または他のいくらかの適切な継続期間）の第２の一部期間中にアクセ
ス要求トーンの第２のセットを送信する。該送信期間の第２の一部期間は、該送信期間の
第１の一部期間と連続している。これらアクセス要求トーンセットが送信されると、送信
モジュール６０８は、該送信期間の第３の一部期間中に、未知の往復遅延に起因して他の
アップリンク信号に干渉するのを防ぐために黙っている。
【００３７】
　図７は、本発明に従って実装され、複数のセルすなわちセル１　７０２、セルＭ　７０
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４を含む例示の通信システム７００を示している。隣接するセル７０２および７０４はセ
ル境界地域７６８に示すようにわずかにオーバラップし、隣接する基地局によって送信さ
れている信号間に信号干渉の可能性があることに留意されたい。例示のシステム７００の
セル７０２および７０４はそれぞれ３つのセクタを含む。本発明に従って、複数のセクタ
には細分されることのないセル（Ｎ＝１）、２つのセクタを含むセル（Ｎ＝２）、３つを
超えるセクタを含むセル（Ｎ〉３）が可能である。セル７０２は、第一セクタすなわちセ
クタ１　７１０、第二セクタすなわちセクタ２　７１２、第三セクタすなわちセクタ３　
７１４を含んでいる。セクタ７１０、７１２、７１４はそれぞれ２つのセクタ境界領域を
持っており、各境界領域は２つの隣接したセクタ間で共有される。セクタ境界領域は、隣
接しているセクタにおいては基地局によって送信されている信号間に信号干渉の可能性が
ある。線７１６はセクタ１　７１０とセクタ２　７１２の間のセクタ境界領域を表わし、
線７１８はセクタ２　７１２とセクタ３　７１４の間のセクタ境界領域を表わし、線７２
０はセクタ３　７１４とセクタ１　７１０の間のセクタ境界領域を表わす。セルＭ　７０
４は第一セクタすなわちセクタ１　７２２、第二セクタすなわちセクタ２　７２４、およ
び第三セクタすなわちセクタ３　７２６を含んでいる。線７２８はセクタ１　７２２とセ
クタ２　７２４の間のセクタ境界領域を表わし、線７３０はセクタ２　７２４とセクタ３
　７２６の間のセクタ境界領域を表わし、線７３２はセクタ３　７２６とセクタ１　７２
２の間の境界領域を表わす。セル１　７０２は基地局（ＢＳ）すなわち基地局１　７０６
を含んでおり、各セクタ７１０、７１２、７１４内に複数個の終端ノード（ＥＮ）を含ん
でいる。セクタ１　７１０は、ＥＮ（１）７３６およびＥＮ（Ｘ）７３８を含んでおり、
それぞれ無線リンク７４０、７４２によってＢＳ　７０６につながれている。セクタ２　
７１２はＥＮ（１’）７４４およびＥＮ（Ｘ’）７４６を含んでおり、それぞれ無線リン
ク７４８、７５０によってＢＳ　７０６につながれている。セクタ３　７２６はＥＮ（１
’’）７５２およびＥＮ（Ｘ’’）７５４を含んでおり、それぞれ無線リンク７５６、７
５８によってＢＳ　７０６につながれている。また、セルＭ　７０４は基地局Ｍ　７０８
を含んでおり、各セクタ７２２、７２４、７２６内に複数個の終端ノード（ＥＮ）を含ん
でいる。セクタ１　７２２はＥＮ（１）７３６’およびＥＮ（Ｘ）７３８’を含んでおり
、それぞれ無線リンク７４０’および７４２’によってＢＳ　Ｍ　７０８につながれてい
る。セクタ２　７２４はＥＮ（１’）７４４’およびＥＮ（Ｘ’）７４６’を含んでおり
、それぞれ無線リンク７４８’および８５０’によってＢＳ　Ｍ　７０８につながれてい
る。セクタ３　８２６はＥＮ（１’’）８５２’およびＥＮ（Ｘ’’）８５４’を含んで
おり、それぞれ無線リンク’７５６、７５８’によってＢＳ　８０８につながれている。
システム７００はさらにネットワークノード７６０を含んでおり、ネットワークリンク７
６２、７６４によってそれぞれＢＳ１　７０６およびＢＳ　Ｍ　７０８につながれている
。ネットワークノード７６０はネットワークリンク７６６により他のネットワークノード
、例えば他の基地局、ＡＡＡサーバーノード、中間ノード、ルータ等、およびインターネ
ットにもつながれる。ネットワークリンク７６２、７６４、７６６は、例えば光ファイバ
ーケーブルでもよい。各終端ノード、例えばＥＮ　１　７３６は、送信器ならびに受信機
を含む無線端末である。無線端末、例えばＥＮ（１）７３６は、システム７００に移動し
、該ＥＮが現在位置するセルにおいて無線リンクによって基地局と通信する。無線端末（
ＷＴ）例えばＥＮ（１）７３６は、基地局（例えばＢＳ　７０６）および（または）ネッ
トワークノード７６０を介して、ピアノード（例えばシステム７００内部またはシステム
７００外部の他のＷＴ）と通信する。ＷＴ（例えばＥＮ（１）７３６）は、携帯電話機、
無線モデムを持つ個人データ補助装置でもよい。各基地局は、この発明に従って、トーン
の割付けに使用される方法とはストリップシンボル期間に関して異なる方法を用いるトー
ンサブセット割当てを行い、残余シンボル期間（例えば非ストリップシンボル期間）内の
トーンホッピングの決定を行う。無線端末は、基地局から受信した情報（例えば基地局ス
ロープＩＤ、セクタＩＤ情報）と共に本発明のトーンサブセット割当て方法を用い、特定
のストリップシンボル期間にデータと情報を受信するため用いることができるトーンを決
定する。この発明に従って、トーンサブセット割当てシーケンスは各トーンにまたがるセ
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クタ間干渉およびセル間干渉を広げるように構成される。
【００３８】
　図８は本発明に従って例示の基地局８００を示す。例示の基地局８００は、個々の異な
るセクタタイプのセルに関して生成された異なるトーンサブセット割当てシーケンスとと
もに本発明のトーンサブセット割当てシーケンスを実装する。基地局８００は、図８のシ
ステム８００における基地局８０６および８０８のうちの任意の１つとして用いてもよい
。基地局８００は、受信機８０２、送信機８０４、プロセッサ８０６（例えばＣＰＵ）、
入出力インタフェース８０８およびメモリ８１０を含む。これらはバス８０９でつながれ
ており、該バス８０９上では各構成要素８０２、８０４、８０６、８０８および８１０が
データおよび情報を交換できる。
【００３９】
　受信機８０２につながれたセクタアンテナ８０３は、基地局のセル内の各セクタからの
無線端末送信が提供しているデータおよび他の信号（例えばチャネルレポート）を受信す
るために用いられる。送信機８０４につながれたセクタアンテナ８０５は、基地局のセル
の各セクタ内の無線端末９００（図１０参照）にデータおよび他の信号（例えば制御信号
、パイロット信号、ビーコン信号など）を送信するために用いられる。この発明の種々の
実施形態において、基地局８００は、例えば各セクタに関して個別の受信機８０２とし、
各セクタに関して個別の送信機８０４とするなど、複数の受信機８０２および複数の送信
機８０４を用いてもよい。プロセッサ８０６は、例えば汎用の中央処理装置（ＣＰＵ）で
よい。プロセッサ８０６は、メモリ８１０に格納された１つまたは複数のルーチン８１８
の指示のもとに基地局８００の動作を制御し、本発明の方法を実現する。Ｉ／Ｏインタフ
ェース８０８は、他のネットワークノードへの接続を提供し、ＢＳ　８００を他の基地局
、アクセスルータ、ＡＡＡサーバノード等、他のネットワーク、およびインターネットに
つなぐ。メモリ８１０はルーチン８１８およびデータ／情報８２０を含んでいる。
【００４０】
　データ／情報８２０は、データ８３６および無線端末（ＷＴ）データ／情報８４４を含
んでいる。無線端末（ＷＴ）データ／情報８４４は、複数のＷＴ情報のセットすなわちＷ
Ｔ　１情報８４６およびＷＴ　Ｎ情報８６０を含んでいる。ＷＴ情報の各セット、例えば
ＷＴ　１情報８４６は、データ８４８、端末ＩＤ８５０、セクタＩＤ８５２、アップリン
クチャネル情報８５４、ダウンリンクチャネル情報８５６、およびモード情報８５８を含
んでいる。
【００４１】
　ルーチン８１８は、通信ルーチン８２２および基地局制御ルーチン８２４を含んでいる
。基地局制御ルーチン８２４は、ストリップシンボル期間用のトーンサブセットおよび送
信期間の割当てルーチン８３０を含んでおり、１つまたは複数の無線端末にトーンセット
をアサインすることができる。例えば、プロセッサ８０６がトーンサブセットおよび送信
期間の割当てルーチン８３０を実行し、先の図に関して上述したようにトーンセットおよ
び（または）サブセットを割り当てる。受信機８０２は、割り当てられたトーンサブセッ
トと関係する情報を含む信号を受信してもよく、プロセッサ８０６が到達時間評価ルーチ
ン８６２を実行して、該信号の到達時間を決定し、この決定した到達時間を該信号につい
て予期された到達時間期間と比較する。この比較に基づいて、当該端末が当該基地局と同
期するよう該端末の送信時間を調整するよう該端末に命令するタイミング制御コマンドを
生成するタイミング制御ルーチン８６４が実行される。このタイミング制御コマンドは送
信機８０４によって送信される。
【００４２】
　データ８３６は、ＷＴへの送信に先立って符号化するため、送信機８０４の符号器８１
４に送られる送信データを含み、受信の後に受信機８０２の復号器８１２によって処理さ
れたＷＴからの受信データを含む。
【００４３】
　データ８４８は、ＷＴ１　９００がピアノードから受信したデータ、ピアノードに送信
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されることをＷＴ　１　９００が望むデータ、およびダウンリンクチャネル品質レポート
フィードバック情報を含む。端末ＩＤ８５０は、ＷＴ１　９００を識別する、基地局８０
０が割り当てたＩＤである。セクタＩＤ８５２は、ＷＴ１　９００が動作しているセクタ
を識別する情報を含む。例えば、セクタＩＤ８５２はセクタタイプを決定するために用い
られる。アップリンクチャネル情報８５４は、ＷＴ１　９００が使用するチャネルセグメ
ント８、例えばデータのためのアップリンクトラフィックチャネルセグメント、要求のた
めの専用アップリンク制御チャネル、パワー制御、タイミング制御などを識別する情報を
含んでいる。ＷＴ１　９００に割り当てられた各アップリンクチャネルは、本発明に従っ
て１つまたは複数の論理トーンを含んでおり、各論理トーンは、アップリンクホッピング
シーケンスに続く。ダウンリンクチャネル情報８５６は、データおよび（または）ＷＴ１
　９００への情報を運ぶためのチャネルセグメント８、例えばユーザーデータ用のダウン
リンクトラフィックチャネルセグメントを識別する情報を含んでいる。ＷＴ１　９００に
割り当てられた各ダウンリンクチャネルは、１つまたは複数の論理トーンを含んでおり、
各々はダウンリンクホッピングシーケンスに続く。モード情報８５８は、ＷＴ１　９００
の動作の状態、例えばスリープ、ホールド、オンを識別する情報を含んでいる。
【００４４】
　通信ルーチン８２２は、基地局８００を制御して種々の通信動作を実行し、種々の通信
プロトコルを遂行する。基地局制御ルーチン８２４は基地局８００を制御するために用い
られ、基本的な基地局機能タスク（例えば信号の生成、受信、スケジューリング）を実行
し、ストリップシンボル期間中に本発明のトーンサブセット割当てシーケンスを用いて無
線端末に信号を送信することを含む本発明の方法のステップを遂行する。
【００４５】
　トーンサブセットおよび送信期間の割当てルーチン８３０は、本発明に従って、ストリ
ップシンボル期間に用いられるトーンサブセットを本発明の方法とセクタＩＤ　８５２を
含むデータ／情報８２０を用いることにより構築する。ダウンリンクトーンサブセット割
当てシーケンスは、セル内の各セクタタイプについて異なるであろう、また、隣接するセ
ルについても異なるであろう。ＷＴ　９００は、ダウンリンクトーンサブセット割当てシ
ーケンスに従ってストリップシンボル期間内の信号を受信する。基地局８００は、該送信
信号を生成するために同じダウンリンクトーンサブセット割当てシーケンスを用いる。
【００４６】
　図９は、図７に示されるシステム７００の無線端末（終端ノード）のうちの任意の１つ
（例えばＥＮ（１）７３６）として用いることができる例示の無線端末（終端ノード）９
００を示す。無線端末９００は、本発明に従って、トーンサブセット割当てシーケンスを
遂行する。無線端末９００は、復号器９１２を含む受信機９０２、符号器９１４を含む送
信機９０４、プロセッサ９０６、およびメモリ９０８を含み、これらは共にバス９１０で
つながれている。該バス９１０上では、種々の構成要素９０２、９０４、９０６、９０８
がデータおよび情報を交換することができる。基地局７０６から信号を受信するために用
いられるアンテナ９０３は、受信機９０２につながれる。例えば基地局７０６への信号の
送信のために用いられるアンテナ９０５は、送信機９０４につながれる。
【００４７】
　種々の態様によれば、受信機９０２は基地局から複数のリソース割当を受信する。また
受信機９０２は、端末９００がトーンの２つのサブセットに関する信号を送信してもよい
送信期間の割当てを受信する。ある態様では、トーンセットおよび送信期間の割当ては、
無線端末のＭＡＣ識別子から暗黙に与えられてもよい。この場合、無線端末は、ＭＡＣ識
別子の割り当てを受信し、この受信したＭＡＣ識別子から、割り当てられたトーンセット
および送信期間を得る。例えば、プロセッサ９０６は、割り当てられたトーンサブセット
に関する情報を含む信号を生成する信号生成ルーチン９５６を遂行する。この信号は、送
信機９０４により基地局へ送信される。該基地局は、その結果、無線端末９００にタイミ
ング制御コマンドを提供する。受信機９０２がタイミング制御コマンドを受信すると、プ
ロセッサ９０６は、タイミング制御コマンドを評価し、当該端末を基地局に同期させるた
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めに該無線端末の送信時間を調節するタイミング制御ルーチン９５８を遂行する。
【００４８】
　プロセッサ９０６、例えばＣＰＵは、メモリ９０８内のデータ／情報９２２を用い、ル
ーチン９２０を実行することにより無線端末９００の動作を制御し、本発明の方法を遂行
する。データ／情報９２２はユーザーデータ９３４およびユーザー情報９３６を含んでい
る。ユーザーデータ９３４は、送信機９０４から基地局７０６への送信に先立って符号化
するために符号器９１４に送られるピアノード向けのデータ、および基地局７０６から受
信し、受信機９０２内の復号器９１２によって処理されたデータを含む。ユーザー情報９
３６は、アップリンクチャネル情報９３８、ダウンリンクチャネル情報９４０、端末ＩＤ
情報９４２、基地局ＩＤ情報９４４、セクタＩＤ情報９４６およびモード情報９４８を含
んでいる。アップリンクチャネル情報９３８は、基地局７０６へ送信をする場合に無線端
末９００が用いるよう基地局７０６によって割り当てられたアップリンクチャネルセグメ
ントを識別する情報を含んでいる。アップリンクチャネルは、アップリンクトラフィック
チャネル、専用アップリンク制御チャネル（例えば要求チャネル）、パワー制御チャネル
およびタイミング制御チャネルを含む。各アップリンクチャネルは、１つまたは複数の論
理トーンを含んでおり、各論理トーンは、本発明に従ってアップリンクトーンホッピング
シーケンスに従う。アップリンクホッピングシーケンスは、セル内の各セクタタイプで異
なり、隣接したセル間でも異なる。ダウンリンクチャネル情報９４０は、ＢＳ７０６がＷ
Ｔ９００にデータ／情報を送信しているときに用いるよう、基地局７０６によってＷＴ９
００に割り当てられたダウンリンクチャネルセグメントを識別する情報を含んでいる。ダ
ウンリンクチャネルはダウンリンクトラフィックチャネルおよび割当てチャネルを含み、
各ダウンリンクチャネルは１つまたは複数の論理トーンを含んでおり、各論理トーンはダ
ウンリンクホッピングシーケンスに続き、当該セルの各セクタ間で同期する。
【００４９】
　またユーザ情報９３６は、基地局７０６が割り当てた情報である端末ＩＤ情報９４２、
ＷＴが通信を確立した特定の基地局７０６を識別する基地局ＩＤ情報９４４、およびＷＴ
９００が現在位置するセルの特定のセクタを識別するセクタＩＤ情報９４６を含む。基地
局ＩＤ９４４はセルスロープ値を与え、セクタＩＤ情報９４６はセクタインデックスタイ
プを与える。このセルスロープ値およびセクタインデックスタイプは、この発明に従って
アップリンクトーンホッピングシーケンスを得るために用いられる。ユーザ情報９３６に
は、ＷＴ９００がスリープモードであるか、ホールドモードであるか、それともオンモー
ドであるかを識別するモード情報９４８も含まれている。
【００５０】
　ルーチン９２０は、通信ルーチン９２４および無線端末制御ルーチン９２６を含んでい
る。通信ルーチン９２４は、ＷＴ９００によって用いられる種々の通信プロトコルを制御
する。無線端末制御ルーチン９２６は、受信機９０２および送信機９０４の制御を含む基
本的な無線端末９００機能を制御する。無線端末制御ルーチン９２６は、ストリップシン
ボル期間に関してトーンサブセットおよび送信期間の割当てルーチン９３０を含んでいる
。トーンサブセットおよび送信期間の割当てルーチン９３０は、本発明に従ってダウンリ
ンクトーンサブセット割当てシーケンスを生成し、基地局７０６から送信され、受信した
データを処理するために、ダウンリンクチャネル情報９４０、基地局ＩＤ情報９４４（例
えばスロープインデックス、セクタタイプ）を含むユーザーデータ／情報９２２を用いる
。プロセッサ９０６によって実行されるならば、トーンサブセットおよび送信期間の割当
てルーチン９３０は、無線端末９００が基地局７０６から１つまたは複数のストリップシ
ンボル信号を受信するのは何時であり、それはどのトーンについてかを決定するために用
いられる。アップリンクトーンサブセットおよび送信期間の割当てルーチン９３０は、基
地局から受信した情報７０６と共に、本発明に従って遂行されるトーンサブセット割当て
機能を用い、送信を行うべきトーンを決定する。
【００５１】
　図１０は、無線通信システム１０００の一例を示している。簡潔さの目的のため、無線
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通信システム１０００における１つの基地局および１つのユーザ装置を表す。しかし、こ
のシステムが複数の基地局および（または）複数のユーザ装置を含んでいてもよく、付加
的な基地局および（または）ユーザ装置は下記に述べられた例示の基地局およびユーザ装
置とは実質的に類似しているかもしれないまたは異なっているかもしれないことを理解さ
れたい。また、これら基地局および（または）ユーザ装置が、ここで説明されるシステム
および（または）方法を用いてもよいことを理解されたい。
【００５２】
　ここで図１０を参照すると、ダウンリンクについて、アクセスポイント１００５では、
送信（ＴＸ）データプロセッサ１０１０がトラフィックデータを受信し、整形し、符号化
し、インタリーブし、変調（あるいはシンボルマップする）して変調シンボル（「データ
シンボル」）が準備される。シンボルモジュレータ１０１５はデータシンボルおよびパイ
ロットシンボルを受信および処理し、シンボルのストリームが準備される。シンボルモジ
ュレータ１０１５はデータおよびパイロットシンボルを多重化し、送信機ユニット（ＴＭ
ＴＲ）１０２０に供給する。各送信シンボルは、データシンボル、パイロットシンボル、
またはゼロ信号値である。パイロットシンボルは、各シンボル期間において継続的に送ら
れる。パイロットシンボルは、周波数分割多重（ＦＤＭ）化、直交周波数分割多重（ＯＦ
ＤＭ）化、時分割多重（ＴＤＭ）化、周波数分割多重（ＦＤＭ）化または符号分割多重（
ＣＤＭ）化してもよい。
【００５３】
　ＴＭＴＲ１０２０は、シンボルのストリームを受信し、１つまたは複数のアナログ信号
に変換し、さらにこのアナログ信号を適切な状態にして（例えば増幅し、フィルター処理
し、周波数アップコンバートする）、無線チャネル上への送信に適したダウンリンク信号
を生成する。そしてこのダウンリンク信号はユーザ装置に対してアンテナ１０２５を介し
て送信される。ユーザ装置１０３０では、このダウンリンク信号をアンテナ１０３５が受
信し、受信機ユニット（ＲＣＶＲ）１０４０に受信信号を供給する。受信機ユニット１０
４０をこの受信信号を適切な状態にし（例えば、フィルター処理し、増幅し、周波数ダウ
ンコンバートする）、該信号をディジタル化してサンプルを得る。シンボル復調器１０４
５は、受信パイロットシンボルを復調し、チャネル推定のためにプロセッサ１０５０に供
給する。シンボル復調器１０４５は、プロセッサ１０５０からこのダウンリンクの周波数
レスポンス推定を受信し、受信データシンボル上でデータ復調を実行し、データシンボル
推定（これらは送信データシンボルの推定である）を得て、該データシンボル推定をＲＸ
データプロセッサ１０５５に供給する。ＲＸデータプロセッサ１０５５は、該データシン
ボル推定を復調（例えばシンボルデマップ）し、デインターリーブし、復号して送信トラ
フィックデータを復元する。シンボル復調器１０４５およびＲＸデータプロセッサ１０５
５による処理は、それぞれアクセスポイント１００５でシンボル変調器１０１５およびＴ
Ｘデータプロセッサ１０１０による処理と相補的である。
【００５４】
　アップリンクについては、ＴＸデータプロセッサ１０６０がトラフィックデータを処理
し、データシンボルを準備する。シンボル変調器１０６５は、データシンボルを受信して
パイロットシンボルと多重化し、変調を実行し、シンボルのストリームを準備する。送信
機ユニット１０７０は、該シンボルのストリームを受信して処理し、アップリンク信号を
生成する。該アップリンク信号は、アンテナ１０３５を介してアクセスポイント１００５
に送信される。
【００５５】
　アクセスポイント１００５では、ユーザ装置１０３０からのアップリンク信号がアンテ
ナ１０２５によって受信され、サンプルを得るために受信機ユニット１０７５によって処
理される。シンボル復調器１０８０はこのサンプルを処理し、受信したパイロットシンボ
ルおよびアップリンクについてのデータシンボル推定を準備する。ＲＸデータプロセッサ
１０８５はこのデータシンボル推定を処理して、ユーザ装置１０３０により送信されたト
ラフィックデータを復元する。プロセッサ１０９０は、アップリンク上で送信を行ってい
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るアクティブなユーザ装置の各々についてチャネル推定を実行する。複数のユーザ装置が
、それぞれに割り当てられたパイロットサブキャリアセット上でアップリンクについてパ
イロットを同時に送信してもよく、この場合、パイロットサブキャリアセットはインター
レースされる。
【００５６】
　プロセッサ１０９０および１０５０は、それぞれアクセスポイント１００５およびユー
ザ装置１０３０での動作を指図（例えば、制御、調整、管理など）する。プロセッサ１０
９０および１０５０のそれぞれは、プログラムコードおよびデータを格納する記憶装置（
図示しない）に関連付けられる。プロセッサ１０９０および１０５０は、ここで記述され
た方法のうちのいずれかを利用することができる。またプロセッサ１０９０および１０５
０のそれぞれは、アップリンクおよびダウンリンクについて、それぞれ周波数およびイン
パルス応答推定を得るための計算を実行してもよい。
【００５７】
　ソフトウェア実装については、ここに記述された技術をここに記述された機能を実行す
るモジュール（例えばプロシージャ、関数など）で実装してもよい。このソフトウェアコ
ードは記憶装置に格納され、プロセッサによって実行されてもよい。記憶装置はプロセッ
サ内またはプロセッサの外部に実装してもよく、この場合、当該技術分野において知られ
る種々の手段によってプロセッサと通信可能に接続される。
【００５８】
　以上説明したことは、１つまたは複数の実施形態の例を含んでいる。前述の実施形態を
説明する目的で構成要素または方法のすべての考えられる組合せを記述することは不可能
であることは言うまでもないが、当業者であれば、種々の実施形態について多くのさらな
る組合せおよび置換が可能であることを理解することができる。従って、上記実施形態は
、添付の請求項の精神と範囲内のすべての変更、改良および変形を包含することを意図し
ている。さらに、用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」が詳細な説明または請求項のいずれか
で用いられる範囲において、この用語は、請求項で遷移語として使用された時、「具備す
る（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」が解釈される場合の用語「具備する」と同様に、包括的で
あることを意図している。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月21日(2012.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局からダウンリンク信号を受信すること；
　前記受信した信号からダウンリンク信号タイミング情報を決定すること；
　前記決定したダウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要求信号のアップリン
ク送信時間を決定すること；
　第１期間中にトーンの第１セットを送信すること；および
　第２期間中にトーンの第２セットを送信することを含み、
　前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時間に応
じる無線通信環境内の無線端末で同期を得る方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　以上説明したことは、１つまたは複数の実施形態の例を含んでいる。前述の実施形態を
説明する目的で構成要素または方法のすべての考えられる組合せを記述することは不可能
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であることは言うまでもないが、当業者であれば、種々の実施形態について多くのさらな
る組合せおよび置換が可能であることを理解することができる。従って、上記実施形態は
、添付の請求項の精神と範囲内のすべての変更、改良および変形を包含することを意図し
ている。さらに、用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」が詳細な説明または請求項のいずれか
で用いられる範囲において、この用語は、請求項で遷移語として使用された時、「具備す
る（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」が解釈される場合の用語「具備する」と同様に、包括的で
あることを意図している。
　以下、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］　基地局からダウンリンク信号を受信すること；
　前記受信した信号からダウンリンク信号タイミング情報を決定すること；
　前記決定したダウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要求信号のアップリン
ク送信時間を決定すること；
　第１期間中にトーンの第１セットを送信すること；および
　第２期間中にトーンの第２セットを送信することを含み、
　前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時間に応
じる無線通信環境内の無線端末で同期を得る方法。
［２］　前記第２期間が前記第１期間に直ちに続く請求項１の方法。
［３］　前記第１トーンセットと前記第２トーンセットはバラバラ（ｄｉｓｊｏｉｎｔ）
である請求項２の方法。
［４］　前記第１および第２期間の各々の継続時間はおよそ２つのシンボル期間である請
求項１の方法。
［５］　前記第１および第２トーンセットは異なる請求項１の方法。
［６］　前記トーンの第１セットおよび前記トーンの第２セットの各々は連続的なトーン
を含む請求項２の方法。
［７］　前記第１および第２トーンセットの各々におけるトーンの数は、８乃至３２であ
る請求項６の方法。
［８］　前記トーンの第２セットは、所定の関数に従って前記トーンの第１セットにより
決定される請求項６の方法。
［９］　第３期間中に信号を送信することを差し控えることをさらに含み、前記第３期間
は、前記第２期間に直ちに続く請求項８の方法。
［１０］　前記第３期間の継続時間は少なくとも４つのシンボル期間である請求項９の方
法。
［１１］　前記アクセス要求信号に対するレスポンスを受信することをさらに含み、前記
レスポンスは、少なくとも１つのタイミング修正指令を含む請求項９の方法。
［１２］　前記タイミング修正指令に応じて前記アップリンク送信時刻を調節すること、
および前記調整されたアップリンク送信時刻を用いて前記信号を送信することを含む請求
項１１の方法。
［１３］　基地局からダウンリンク信号を受信する受信機；
　前記受信した信号内のダウンリンクタイミング情報を評価し、前記ダウンリンクタイミ
ング情報に応じてアクセス要求信号のアップリンク送信時刻を特定するプロセッサ；；お
よび
　第１期間中にトーンの第１セットを送信し、第２期間中にトーンの第２セットを送信す
る送信機を含み、
　前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時間に応
じる、無線端末が基地局に同期するのを容易化する装置。
［１４］　前記第２期間が前記第１期間に直ちに続く請求項１３の装置。
［１５］　前記第１トーンセットと前記第２トーンセットはバラバラ（ｄｉｓｊｏｉｎｔ
）である請求項１４の装置。
［１６］　前記第１および第２期間の各々の継続時間はおよそ２つのシンボル期間である
請求項１３の装置。
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［１７］　前記第１および第２トーンセットは異なる請求項１３の装置。
［１８］　前記トーンの第１セットは連続的なトーンを含み、前記トーンの第２セットは
連続的なトーンを含む請求項１３の装置。
［１９］　前記第１および第２トーンセットの各々におけるトーンの数は、８乃至３２で
ある請求項１８の装置。
［２０］　前記トーンの第２セットは、所定の関数に従って前記トーンの第１セットによ
り決定される請求項１８の装置。
［２１］　前記送信機は、前記第２期間に直ちに続く第３期間中に信号を送信しない請求
項１９の装置。
［２２］　前記第３期間の継続時間は少なくとも４つのシンボル期間である請求項２１の
装置。
［２３］　前記受信機は、前記第３期間中に、アクセス要求信号に対するレスポンスをリ
ッスンし、前記レスポンスは、少なくとも１つのタイミング修正指令を含む請求項２１の
装置。
［２４］　前記タイミング修正指令に応じて前記アップリンク送信時刻を調節し、前記調
整されたアップリンク送信時刻を用いて前記信号を送信することをさらに含む請求項２０
の装置。
［２５］　基地局からダウンリンク信号を受信するための手段；
　前記受信した信号からダウンリンク信号タイミング情報を決定するための手段；
　前記決定したダウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要求信号のアップリン
ク送信時間を決定するための手段；
　第１期間中にトーンの第１セットを送信するための手段；および
　第２期間中にトーンの第２セットを送信するための手段を含み、
　前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時刻に応
じる、無線通信環境内の無線端末を同期させることを容易化する装置。
［２６］　前記第２期間が前記第１期間に直ちに続く請求項２５の装置。
［２７］　前記第１トーンセットと前記第２トーンセットはバラバラ（ｄｉｓｊｏｉｎｔ
）である請求項２６の装置。
［２８］　前記第１および第２期間の各々の継続時間はおよそ２つのシンボル期間である
請求項２５の装置。
［２９］　前記第１および第２トーンセットは異なる請求項２５の装置。
［３０］　前記トーンの第１セットおよび前記トーンの第２セットの各々は連続的なトー
ンを含む請求項２６の装置。
［３１］　前記第１および第２トーンセットの各々におけるトーンの数は、８乃至３２で
ある請求項３０の装置。
［３２］　前記トーンの第２セットは、所定の関数に従って前記トーンの第１セットによ
り決定される請求項３０の装置。
［３３］　前記送信手段は、前記第２期間に直ちに続く第３期間中に信号を送信するのを
差し控える請求項３２の装置。
［３４］　前記第３期間の継続時間は少なくとも４つのシンボル期間である請求項３３の
装置。
［３５］　前記受信手段は、前記アクセス要求信号に対し、少なくとも１つのタイミング
修正指令を含むレスポンスを受信する請求項３３の装置。
［３６］　前記タイミング修正指令に応じて前記アップリンク送信時刻を調節し、前記調
整されたアップリンク送信時刻を用いて信号を送信するための手段をさらに含む請求項３
５の装置。
［３７］　コンピュータ可読命令を格納したコンピュータ可読媒体であって、前記命令は
、
　基地局からダウンリンク信号を受信すること；
　前記受信した信号からダウンリンク信号タイミング情報を決定すること；
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　前記決定したダウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要求信号のアップリン
ク送信時間を決定すること；
　第１期間中にトーンの第１セットを送信すること；および
　第２期間中にトーンの第２セットを送信することを含み、
　前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時間に応
じる。
［３８］　前記第２期間が前記第１期間に直ちに続く請求項３７のコンピュータ可読媒体
。
［３９］　前記第１トーンセットと前記第２トーンセットはバラバラ（ｄｉｓｊｏｉｎｔ
）である請求項３８のコンピュータ可読媒体。
［４０］　前記第１および第２期間の各々の継続時間はおよそ２つのシンボル期間である
請求項３７のコンピュータ可読媒体。
［４１］　前記第１および第２トーンセットは異なる請求項３７のコンピュータ可読媒体
。
［４２］　前記トーンの第１セットおよび前記トーンの第２セットの各々は連続的なトー
ンを含む請求項３８のコンピュータ可読媒体。
［４３］　前記第１および第２のトーンセットの各々が８乃至３２の範囲の数のトーンを
持つ請求項４２のコンピュータ可読媒体。
［４４］　所定の関数に従って前記トーンの第１セットに基づいて前記トーンの第２セッ
トを決定するための命令をさらに含む請求項４２のコンピュータ可読媒体。
［４５］　前記第２期間に直ちに続く第３期間中に信号を送信することを差し控えるため
の命令をさらに含む請求項４４のコンピュータ可読媒体。
［４６］　前記第３期間の継続時間は少なくとも４つのシンボル期間である請求項４５の
コンピュータ可読媒体。
［４７］　前記アクセス要求信号に対し、少なくとも１つのタイミング修正指令を含むレ
スポンスを受信するための命令をさらに含む請求項４５のコンピュータ可読媒体。
［４８］　前記タイミング修正指令に応じて前記アップリンク送信時刻を調節し、前記調
整されたアップリンク送信時刻を用いて信号を送信するための命令をさらに含む請求項４
７のコンピュータ可読媒体。
［４９］　無線通信環境内のチャネルアクセスを要求するための命令を実行するプロセッ
サであって、前記命令は、
　基地局からダウンリンク信号を受信すること；
　前記受信した信号からダウンリンク信号タイミング情報を決定すること；
　前記決定したダウンリンクタイミング信号情報に応じてアクセス要求信号のアップリン
ク送信時間を決定すること；
　第１期間中にトーンの第１セットを送信すること；および
　第２期間中にトーンの第２セットを送信することを含み、
　前記第１期間の始まりおよび前記第２期間の始まりは、前記アップリンク送信時間に応
じる。
［５０］　前記第２期間は前記第１期間に直ちに続く請求項４９のプロセッサ。
［５１］　前記第１トーンセットと前記第２トーンセットはバラバラ（ｄｉｓｊｏｉｎｔ
）である請求項５０のプロセッサ。
［５２］　前記第１および第２期間の各々の継続時間はおよそ２つのシンボル期間である
請求項４９のプロセッサ。
［５３］　前記第１および第２トーンセットは異なる請求項４９のプロセッサ。
［５４］　前記トーンの第１セットおよび前記トーンの第２セットの各々は連続的なトー
ンを含む請求項５０のプロセッサ。
［５５］　前記第１および第２のトーンセットの各々が８乃至３２の範囲の数のトーンを
持つ請求項５４のプロセッサ。
［５６］　所定の関数に従って前記トーンの第１セットに基づいて前記トーンの第２セッ
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トを決定するための命令をさらに含む請求項５４のプロセッサ。
［５７］　前記第２期間に直ちに続く第３期間中に信号を送信することを差し控えるため
の命令をさらに含む請求項５６のプロセッサ。
［５８］　前記第３期間の継続時間は少なくとも４つのシンボル期間である請求項５７の
プロセッサ。
［５９］　前記アクセス要求信号に対し、少なくとも１つのタイミング修正指令を含むレ
スポンスを受信するための命令をさらに含む請求項５７のプロセッサ。
［６０］　前記タイミング修正指令に応じて前記アップリンク送信時刻を調節し、前記調
整されたアップリンク送信時刻を用いて信号を送信するための命令をさらに含む請求項５
９のプロセッサ。
［６１］　チャネル獲得期間中にトーンの第１セットおよび第２セットを受信すること；
　受信した各トーンセットについて高速フーリエ変換プロトコルを実行して各トーンセッ
トについての完全なアクセス要求波形を復調すること；および
　一つまたは複数の要求されたチャネルへのアクセスを許可する信号を送信することを含
み、無線通信環境において無線端末へのチャネルアクセスを提供する方法。
［６２］　チャネル獲得期間における最初の５シンボル期間中にＦＦＴプロトコルを実行
すること、および前記獲得期間の最後の４シンボル期間中に前記アクセス許可信号を送信
することをさらに含む請求項６１の方法。
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